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４月の生産指数は、金属製品工業などが低下して、前月
比で３か月ぶりに低下したものの、引き続き高水準で推
移しています。 

 
鉱工業生産指数は、平成22年の生産水準を100として、その変化を表しています。 

  
４月の輸出は、中国向け半導体等製造装置や中東向け自動車
などの増加により２か月連続で前年を上回り、引き続き高水
準で推移しています。 

 

  
４月の百貨店・スーパー販売額は、気温が高く推移した
ことによる日傘等のUV関連品や化粧品・高額品が好調だ
ったことなどから、９か月連続で前年を上回りました。 

 

  
４月の有効求人倍率は1.59倍で、４か月ぶりに前月を上回
り、昭和38年の統計開始以来、過去最高の水準で推移してい
ます。 

 
「仕事を探している人の数」に対する「企業の求人数」の割合が有効求人倍率です。 

  １．００倍より大きいと、人手不足を表します。 

   
 
○ロシアＷ杯では、連日熱い試合が繰り広げられています。今回はロシアの現

状や本県とロシアの関係について紹介します。 

○ロシア経済は一時期低迷していましたが、直近では緩やかな回復基調にあ

り、昨年1月のビザ緩和の影響で訪日客が急増しています。（図１、２） 

○本県とロシアとの貿易をみると、輸出は自動車関連、輸入は液化天然ガスが

主な品目です。特に明太子の原材料となる「たらこ」の輸入額は大きく、本

県とロシアとの関係は意外と深いことがうかがえます。（図３、図４）。 
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資料）総務省「社会生活基本調査」 

（トピック担当：分析１班 福田） 
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データ出所）JNTO「訪日外客統計」 

H29年1月のビザ緩和の影響で前

年比＋40.9%の伸び。H30年は1-5

月平均30.6％増と勢いが続いて

いる。 
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データ出所）財務省「貿易統計」 
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データ出所）財務省「貿易統計」 

自動車関連が大部分

を占める 


